
皆さんは、どうして大学へ入学されたのですか？
何かを学ぶためですか？ 夢を叶えるためですか？そ
れとも・・・今は漠然としているかもしれませんが、
将来の目標を見つけるためですか？いきなり質問責め
にしてしまいましたね。
2018年の文部科学省の基本調査によると、日本の

大学数は768校となり、進学率も53.3%と過去最高を
更新したことで、現在256万人の学生が大学で学んで
いると推計されます。一見この数は多いように見えま
すが、日本の進学率は世界に比べてかなり低く、全人
口のわずか２％にすぎません。皆さんは、選ばれた大
学で学ぶチャンスを得た人達なのです！大学では、是
非果敢に学び謳歌していただきたいと願います！
前置きが長くなりましたが、そんな皆さんにオスス

メしたいのが、永田和宏氏の「知の体力 (新潮新書)」
です！
本書の冒頭、「大学では何も教えてくれない」と自

らの体験に端を発し、これまで答えや正解があってそ
の導き方を教わってきた高校とは異なり、大学は「答
えがないことを前提とした問いから始まる」と強調し
ています。

新しい知識を知る「学び」の過程は、様々な問題
や課題にぶつかることで、新たな「問い」が生じる
ものですが、この「学ぶ」と「問い」の繰り返しが
「学問」であり、大学でこそ学ぶ過程です。そして、
「問い」は存在するが「答え」は存在しないという
不可解な難問に、自ら「問題を提起」し「考え」
「悩み」いかにして「解決策」を生み出していくか
の鍛錬が、まさに大学において学ぶべき「知の体
力」であると述べています。実際には現代社会では、
こうした答えのない問題の方が多く溢れており、こ
れに立ち向かい対応していくための「知の体力」を、
自ら気づかせることが大学の責務であると言えるで
しょう。
その考え方として、自らの体験をもとに、「挫

折」や「落ちこぼれ」、「繰り返される失敗」が大
切であり、また価値観の多様性やその違いの中にこ
そ価値があり、自分で評価してしまうことで可能性
を自分で狭めないことの重要性について、大学生が
関心を寄せるトピックスを示しながら、分かりやす
く解説してくれます。本書は、必ず皆さんの大学生
活に確かな力を与えてくれるでしょう！
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